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はじめに 

報告書をご覧になる皆様へ 
 
　初めての決算・報告書を作成するタイミングがやってきました。 
どの法人さんも作られるであろうこの「報告書」は、通常定款で決められている
ため作成することとなっていますが、私たちにおけるこの報告書は、 
『これまでお世話になった方々へのお礼』を一番の目的に。そして『防災ガール
がこの半年(法人化～1回目の決算日まで)でどのくらい成長したのか、応援する価
値があったのかを知っていただく』ことを目的として作成させていただきます。 
 
さらに、裏の目的としては、防災ガールって結局なにをやっているの？ヒト・モ
ノ・お金はどうなっているの？というところをしっかり書面に残してちゃんとお
伝えできていなかったのでここでまとめてお伝えできればと思います。 
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概要 
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概要 ‒ 団体情報  

団体名 
防災ガール★ (正式名称：一般社団法人 防災ガール) 
 

法人設立日 
2015年3月11日　(団体設立日：2013年8月26日) 
 

活動・事業内容 
1.  プランニング・コンサルティング事業 
20~30代防災意識高い女性「防災ガール」を全国・海外に増やし、育てる事業 

2.  商品開発・防災ブランド「SABOI」販売・運営 
3.  教育プログラム開発 
4.  情報発信事業 
（イベント・講演・ワークショップ・登壇・WEB・インフォグラフィック化） 

 

設立背景 
　これからくる南海トラフ、首都直下大地震を始め、津波・土砂災害・台風など、い
つどこで何が起きるかわからない時代に生きる私たち。しかし若い世代は未だ防災を
含め自分たちの生活や命に対しての意識が低い。まさに今この社会課題を解決してい
かなければいけないとおもい設立しました。特に「防災」においてはより多くの若い
世代が事前の準備や緊急時の動き方の理解をしておき「自助」だけでなく周りの人を
助けることが出来る「共助」人材となることが一つでも多くの命を救うことにつなが
ると考えます。 
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概要 ‒ MISSION  
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CONCEPT 
もっと防災をオシャレでわかりやすく 

・発信力のある女子の集団 
・人とリソースをマッチングさせプロダクトを創れる 

CORE VALUE 

Keep learning　　 選ぶなら面白い方、わくわくする方を選択し 
　　　　　　 　　楽しみながら自主的に学び続ける 
Warm hearted　   身近な人を思いやり、即座に助ける 
Flexible　　　　   とことん巻き込み、巻き込まれることを楽しむ 
　　　　　　　　 想定していなかった時こそ可憐に冷静に 
Cool-headed　 　 自分で考え、冷静に判断し、問題解決する 
Leadership　　　  メンバー全員がリーダー 
　　　　　　　　 あたりまえのことをあたりまえに実行し 
　　　　　　　　 自分の知識や経験を惜しみなくシェアする 

概要 ‒ コンセプト 

5mission statement 
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概要 - アンケート (1） 

2015年5月15-31日に実施された防災ガールと接点のある方々100名に実施させていただいたアンケートです。 

中部 
31% 

関東 
32% 

九州 
15% 

近畿 
12% 
北海道 5% 
中国 3% 
四国 2% 
東北 0% 

アンケート回答者 防災ガールとの関係 

防災ガール
の 

FB,TWを 
フォロー 
している 
68% 

新旧 
防災ガール
15% 

家族・友人
7% 

イベントに参加した 3% 
番組・掲載記事を見た 3% 
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支援者 2% 
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防災関係のアプリをダウンロード 
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生活範囲の避難場所確認 

家族,大切な人の連絡先を控える 

防災グッズを備蓄 

家具の固定 

防災の普及活動 

避難訓練に参加 

現在 防災ガール誕生以前 

防災ガールと出会う前後での対策の違い 
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概要 - アンケート (2） 

防災ガールと出会ってから「防災」に対してアンケート回答者がどのような変化があったか解答してくださいました。 

「防災」に対する	
  
イメージ 

とても 
変わった 
41% 

少し 
変わった 
49% 

あまり 
かわら
ない 
10% やりたく

なった 
31% 

実際に防災
対策をする
ようになっ
た(少しで
も可) 
40% 

継続して
やっている
29% 

実際の行動への関与 

以下複数コメントのあった感想・ 
若者、女性でここまでできるとは感激／防災がより身近に、具体性をもてるようになった／誰か、又は 
行政がやってくれるだろうという思いから、自分で何とかしないとという意識が変りました／より意識する 
ようになった／防災がオシャレでわかりやすいものになれるということがわかった／防災ガールに負けじと 
防災活動頑張ろうと思った／世の中をみる目線が変わった／汚い、きつい、危険というイメージがなくなった 
／防災を楽しいとおもった こういう活動が本来の防災であるべきだとおもった  
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概要 - アンケートと効果 (3） 

防災ガールが実施したプログラムに参加された方によるNPS(ネットプロモータースコア) 

１）防災ガール★鈴鹿市プログラム　NPSスコア 50（批判者0%） 
　　行政と連携し1年間通したコミュニティ形成を実施する 
　　本プログラムでは参加者全員が次の回までに何かしらの 
　　防災の行動を起こしていることがヒアリングでわかった。 
 
２）次世代版避難訓練LUDUSOS　　 NPSスコア 10（批判者28%） 
　　これまで防災対策をしていない人は推薦者となりやすく、 
　　自身が防災普及側であったり知識者である場合に批判者(5,6点をつける) 
　　ということがわかった。※ただし、5,6以下の評価はほとんどない 
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組織 
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公認 アドバイザー 

プロフェッショナル 
チーム 

理事会 事務局 

事業推進・ファンドレイジング 
(企業・行政・学校コラボ) 

制作 
(デザイン・エンジニアリング) 

コミュニティービルディング 
(次世代版避難訓練 TOLAF) 

情報発信 
(WEB,FB,TW) 

事務・経理 

育成・人事 

支援者・協力者 スポンサー 業務提携先 ファン・関心者 

組織 ‒ チーム編成 

防災ガール 一般会員 防災ガール 正会員 
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組織 ‒ 理事会・事務局 

理事・東京都災害支援ナース 
鎌倉 千代子 

理事・兵庫県立大学 准教授 
木村 玲欧 

監事・PwC・SVP東京 
藤井 美明 

事務局・WEB情報発信担当 
筒木 愛美 

事務局・ファンドレイザー 
國本 知里 

事務局・事業推進担当 
中西 須瑞化 

代表理事・人事 
田中 美咲 

事務局・事業推進担当 
濱田 梢 
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組織 ‒ 2015年前期メンバー(全員) 

法人化後、「防災ガール」は法人における一般会員となったものを正式に「防災ガール」と 
認定することになりました。半期ごとの更新とし、新しいメンバーも半期事に募集を致します。 
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組織 ‒ 公認アドバイザー 

法人化後、「防災ガール」は法人における一般会員となったものを正式に「防災ガール」と 
認定することになりました。半期ごとの更新とし、新しいメンバーも半期事に募集を致します。 

兵庫県立大学 環境人間学部 
大学院環境人間学研究科 
准教授　木村 玲欧 

 
1975年東京都生まれ 
専門は防災心理学、防災教育学、
社会調査法。主な委員は、内閣
府・防災教育チャレンジプラン
実行委員会委員、関西広域連
合・関西広域防災計画策定委員
会委員、東京大学地震研究所・
首都直下地震の地震ハザード・
リスク予測のための調査・研究
運営委員会委員など。 

東日本大震災 語り部 
釘子 明 

 
1958年陸前高田市生まれ   
震災後、陸前高田第一中学校の
避難所の立ち上げや、大石公民
館の復興の湯などのボランティ
ア活動を行い、その後、職業訓
練校にてパソコンの資格を取得
し、 昨年の4月から、遠野まご
ころネットに所属し、ボラン
ティアの方々に語り部活動を始
める。 

いつもご相談させていただいているプロフェッショナルのみなさま(順不同) 

阪神淡路大震災被災経験者の皆様・新潟県中越地震被災経験者の皆様・東日本大震災被災経験者の皆
様・各地行政防災担当者の皆様・全国の消防団,防災士の皆様・気象予報士・行政書士・救命救急士・
防災用品商社の皆様・防災用品企業担当者の皆様・陸上自衛隊・社会起業家アクセレレイターの皆
様・webデザイナー・ライター・エンジニア・先輩NPO団体の皆様・連携企業担当者の皆様 他多数 
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活動 
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活動 ‒ 設立から法人化まで 

2013.3 
2013.8 
2013.9 

2013.12 
2014.1 

2014.3 

2014.5 

2014.6 

KICK OFF 
防災ガール設立・Yahooニュースに掲載 
立ち上げ資金をクラウドファンディングにて調達 

＜2014年の防災ガールの数字＞ 
イベント 6回 
参加者数 約530人 
取材出演掲載 のべ約50回 
講演登壇 10回 
企業からの依頼 約30回 
地方行政,学校からの相談 約15件 

Facebook 1,000いいね！達成 
初めての防災ガール主催イベント実施 
テレビにて防災ガール特集が放送される 

防災グッズブランド「SABOI」リリース 
企業からの依頼が増える 

テレビ,ラジオ,新聞などへの掲載多数 

SABOI,防災ガールがロハスデザイン大賞最終ノミネート 

防災ガール合計50人突破 

Facebook 2,000いいね！達成 

2014.7 東京弁護士会主催イベントにて登壇 

2014.8 防災ガール1周年 

リーンスタートアップ型ソーシャルスタートアップ 
アクセレレイトプログラム SUSANOO 1期生スタート 

2014.12 SUSANOO デモデイ 
ウェザーニュース様とコラボイベントにて3000人来場 

2015.3 NTTタウンページ様と全国プロモーション開始 
世界防災ジュニア会議にて優秀賞受賞 
防災ガール一般社団法人化 
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活動 ‒ 法人化(3/11)から決算日(6/30)まで 

2015.3 防災ガール一般社団法人化 
 
 
 
 
 
国連防災世界会議  
　ジュニア会議にて優秀賞獲得 

2015.3 クラウドファンディングにて 
「防災ガール★カレンダー」のリリース 
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活動 ‒ 法人化(3/11)から決算日(6/30)まで 

2015.3 NTTタウンページ株式会社と連携 
「防災タウンページ」アドバイス 
「Make a BOSAI Japan」web制作 

2015.4 世田谷区・三井不動産株式会社にて 
次世代版避難訓練の実施 
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活動 ‒ 法人化(3/11)から決算日(6/30)まで 

2015.6 世界最大口コミサイト「yelp」と連携 
ネパールチャリティイベント 

2015.5 防災ガール★ママ in鈴鹿市 スタート 
　鈴鹿市と連携。新しい女性リーダー育成 

2015.6 独立行政法人防災科学技術研究所開発アプリ「もしゆれ」連携 
群馬県富士見町にて新潟のメンバーが講演 
昭和女子大学附属中学高校生合計1500人に向けた防災の講演を実施 
池袋にて防災ブランドSABOI在庫最終販売 
 
防災ブランドSABOI 販売終了・完売 
世界初「次世代版避難訓練×INGRESS」企画開始をリリース 
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実績報告 
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MISSION達成に向けての目標 

5年後東京オリンピックの年に都内20~30代若者の10人に1人が 
防災のアクションを1回でも起こしている 

 
2年後(2016年末)に16万人が防災ガールを通して防災を少しでも実践する 

・地方においても認知度が高く、誰でも知っている状態	
  
・団体の運用を仕組み化し安定、運用コストを減らす	
  
・防災ガールの育成プログラムが確立し、防災ガール出身者が輝く 

内 部 目 標 

26年度個別MISSION 

①企業・行政・学校を介して、一度にリーチ出来る人数を増やす 
②支援してくださる方との関係を深め、継続してお力添えしていただく 
①防災ガールのクリエイティブ規定の確立しもっとわかりやすい防災を創りあげる 
②WEBの回遊率を高め、新規流入を増やす 
①地方での認知度UP、関係作り｜次世代版避難訓練TOLAFや自主企画の実施 
②地方ならではの防災情報の吸い上げと発信 
①発信力ある協力者とのソーシャルメディア大拡散戦略と新規獲得 
②WEBサイトの改修とコラムの定期更新・コンテンツ充実 
①代表に替わるフルコミットする有給社員の確保、コアメンバーを増やす 
②事務・経理・労務・法務の仕組み化 
①防災ガール(メンバー)の教育プログラムの定例・確立 
②半期ごとの防災ガール入会手続きフローの確立 



吉報1）昨年からのリピート依頼1社、単発14社実施 
　　　  これまで単発が多かったところ、戦略を変え年間契約をする企業・行政が増加！ 
 
吉報2）代表田中以外の講演ができるメンバー・事業責任者の増加 
　　　  新潟県で活躍するメンバー「あさこ」の活躍 
 
吉報3）平成27年度から主軸の事業が確立！ 
 
　　　　①若者・ソーシャル世代にあわせた避難訓練のコーディネート 
　　　　②地方行政連携 女性・若者防災コミュニティマネジメント 
　　　　③企業・行政・学校と連携した新しい防災プロジェクト 
 
 
吉報4）事業推進・ファンドレイジングにリーダーが2名ジョイン！加速化！ 
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事業推進・ファンドレイジングチーム 実績報告 チームリーダー：國本 知里 

26年度MISS ION ①企業・行政・学校を介して、一度にリーチ出来る人数を増やす ②支援してくださる方との関係を深め、継続してお力添えしていただく 

事業推進チーム ファンドレイジング 
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事業推進・ファンドレイジングチーム 実績報告 チームリーダー：國本 知里 

これまで連携・お力添えいただいた企業・学校・行政のみなさま 
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情報発信チーム 実績報告 チームリーダー：筒木 愛美 

①発信力ある協力者とのソーシャルメディア大拡散戦略と新規獲得 
②WEBサイトの改修とコラムの定期更新・コンテンツ充実 26年度MISS ION 

吉報1）防災ガールWEBサイトトップページ 

　　  　http://bosai-girl.com/の訪問者が倍増！    
吉報2）キーワード「防災」で検索して 

　　　　HPに来た訪問者が激増！  

吉報3）キーワード「防災」で検索ページ上位表示を維持！ 
　　　  「防災」を検索すると内閣府のサイトと同様に 
　　　　防災ガールのサイトが1ページ目に掲載されている！ 

吉報4）来年度からは 
　　　　①WEBの改修改善 
　　　　②メルマガ開始 
　　　　③Facebookページ10,000Like! 
　　　　④記事の定期アップ 
　　　　を実施し、WEB媒体を通じて 
　　　　防災ガールの認知度向上、 
　　　　ミッション達成に寄与します！ 



吉報1）熊本・長野での避難訓練プログラム(次世代版避難訓練TOLAF)実施 
　　　  現地メンバーがゼロから周りをまきこみ実現！ 
 
吉報2）動きの活性化、地方・地域の特色を活かした活動の促進のため 
　　　 コミュニティビルディングチームを 
　　　  情報発信チーム・事業推進ファンドレイジングチームと合体！ 
 
吉報3）地方行政との連携の増加・企業連携による全国の防災の吸い上げ 
　　　  ①鈴鹿市をはじめとした地域の防災を防災ガール主体でやると 
　　　　　いうよりも、そこで活躍する行政・企業主体となり 
　　　　　防災ガールの強みとしての 
　　　　　地域防災コミュニティマネジメントで協力 
 

　　　  ②NTTタウンページとの連携により、全国の営業所のある場所に出向き 
　　　　　防災ガールの目線でその地域ならではの防災を横軸で見る事での 
　　　　　地域色のある防災情報を情報発信できるようになる 
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コミュニティチーム 実績報告 チームリーダー：中西 須瑞化 
 

26年度MISS ION ①地方での認知度UP、関係作り｜次世代版避難訓練TOLAFや自主企画の実施 ②地方ならではの防災情報の吸い上げと発信 

コミュ
ニティ 
チーム 

情報発
信 

事業推
進 
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今後主軸とする活動 
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主軸としていきたい活動３つ 

若者・女性の 
防災コミュニティ 
育成・形成 

次世代版避難訓練 
プログラムの 
提供 

防災・NPO業界 
の 

新しいチャレンジ 

　鈴鹿市をはじめとして、今
後は行政や企業と連携してい
きます。 
これまでアプローチ・コミュ
ニティ化しづらいとされてい
た「若者・女性」の防災のコ
ミュニティを形成し育成、地
域や企業の防災計画や緊急時
に動ける人材を育てます。 

　本質的であり、参加者がこ
れまでにない程主体的に参加
する避難訓練のプログラムを
開発しました。 
参加者の多くは参加後防災対
策を実施。現在企業内研修や
イベント、地域を巻き込み行
政と連携し、プログラムの提
供を行っています。 

　ソーシャルスタートアップ
であり、次世代の防災業界に
おけるプレイヤーとしての責
任だと捉えています。 
　防災ガールだからこそでき
る新しいコラボレーションや
プロダクトを生み出し、業
界・市場を拡大することに
チャレンジしつづけます。 
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メディア掲載 
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活動 ‒ メディア掲載 

法人化後(2015年3月11日)から決算日(2015年6月30日)までのメディア掲載が以下となります。 

Yahoo!ニュース / RBB ニュース 
『避難訓練と「Ingress」が合体、防災ガールが企画』 
（2015/6/9 掲載） 

 
Fashionsnap.com / Fragments（webメディア） 
『防災のファーストアクションを、 
　「防災ガール★」に聞いてみた。』 
（2015/3/30 掲載） 
 
『防災ガール★～ファシリテーション型のリーダー
シップがつくる、「新しい！」を生む組織のかたち』 
（2015/4/20 掲載） 
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活動 ‒ 目標数値 

法人化後(2015年3月11日)から決算日(2015年6月30日)までのメディア掲載が以下となります。 

内閣官房 国土強靭化 WEBサイト 
『私のひとことvol.6  
　20～30代の女性にライフステージが変わる前に 
　もっと知ってもらいたい 
　防災ガール代表　田中 美咲氏』 
（2015/5/12 掲載） 

森ノオト 
『防災があたりまえの世の中をつくる！防災ガール・
田中美咲さん』 
（2015/4/24 掲載） 

その他記事転載、多くのWEBメディアの方々に掲載していただきまし
たが、報告書においてはこちら4つの掲載を抽出しまとめました。 
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活動 ‒ 目標数値 

以下過去掲載していただいたメディアをまとめました 
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収支報告 
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収支 ‒ 収入の部  

法人化した平成27年3月11日から平成27年6月30日の初年度終了までの収入を記載致します。 

受取 
会費 
2% 受取 

寄付金 
20% 

事業 
収入 
76% 

その他 
収益 
2% 

収入 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

受取寄付金 

寄付金 資産受贈益 
施設等受入評価益 ボランティア受入評価益 

0%	
   20%	
   40%	
   60%	
   80%	
   100%	
  

事業収入 

防災対策普及事業 産官学連携事業 
プロジェクト企画事業 情報発信事業 
防災教育事業 商品開発販売事業 収入の約80%が事業収入であり、 

ご支援ご協力いただいた 
みなさまあって活動を継続できています！ 
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収支 ‒ 支出の部  

法人化した平成27年3月11日から平成27年6月30日の初年度終了までの支出を記載致します。 

事業費 
81% 

管理費 
19% 

支出 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

事業費 

管理費 

人件費 売上原価 業務委託費 
印刷製本費 通信運搬費 消耗品費 
施設費 

※上記には、一般社団法人化に伴う租税公課は含んでいません。 

支出も同様に、プログラム開発の為 
初期投資としての 

事業費が8割となりました。 



収支 ‒ 頂戴したもの 
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法人化、事業拡大に伴い 
下記物品をご支援いただきました。 

お力添えいただいたみなさま、 
本当に本当にありがとうございます！ 

 
株式会社NTTタウンページ 岡田社長 
株式会社ウェザーニューズ 宇野沢様 

稲垣様、中野様、株式会社Viibar CSUメンバー様 
池田たくや様、東様、高階様、五嶋様、佐瀬様 

One Tank Project 三宅様、藤田様、酒井様、橋村様 
柳川様 鈴木様 SUSANOOメンバー様 Mistleteの皆様 

他お時間お気持ち頂戴した皆様 
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最後に 



2015/10/02 

メッセージ 
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一般社団法人 防災ガール 
代表理事　田中 美咲 2013年3月11日東日本大震災から2年のときに防災ガールと

いうアイデアが生まれ、その年の自分の誕生日(2013/8/26)
に任意団体として設立しました。そこから約1年半、多くの
方々からの応援と、全国・海外で同じ意識をもったメン
バーのみんな、そして取材してくださったメディアの方や、
どこのものともわからないような団体とコラボをすると決
断しご一緒させていただいた企業・学校・行政のみなさま
のお力添えがあって、震災から4年の2015年3月11日に私た
ち防災ガールは一般社団法人になりました。 
正直なところ、防災がもっと楽しいものだったらやるのに
なあと設立時ボードメンバーの石黒さんと西中さんとふ
わっと話したものがこんなに全国の方々から共感していた
だいて、一緒に活動するメンバーに恵まれて、いろんな企
業・学校・行政のみなさんと新しい防災の概念をつくり出
すことになろうとは思ってもいなく、毎日わくわくとドキ
ドキでいっぱいです。感謝でいっぱいです。みなさま、本
当に本当にありがとうございます。防災って本来はあたり
まえにやっているべきものだとおもいます。だからこそ、な
んだかもっと気軽に、楽しみながら、そして大切な人のこ
ととこれからのことを考える人がふえていけばもっと広ま
ると思います。そう信じ、確信しています。ぜひ私たちと
一緒に防災があたりまえの世の中にしましょう。 田中美咲 


